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呪師走りと「翁」

南
大
門
で
の
薪
猿
楽
の
前
日
、
春
日
大
宮
社
の
拝
屋
に
お
い
て
大
和
猿

楽
四
座
の
長
が
舞
う
「
翁
」
は
、
室
町
期
以
来
、
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
文
明
十
六
年
（
一
四
八

四
）
二
月
六
日
条
に
「
於
大
宮
拝
屋
辺
、
四
座
長
共
、
色
三
番
之
儀
有
之
、

号
呪
師
走
也
」
と
あ
る
ほ
か
、
「
興
福
寺
明
王
院
記
録
写
』
（
能
勢
朝
次
「
能

楽
源
流
考
』
［
昭
和
十
三
年
。
岩
波
書
店
］
所
引
）
に
も
、
三
月
五
日
、

先
大
宮
舞
殿
ニ
テ
翁
三
番
里
ヲ
奏
ス
。
是
ヲ
呪
師
走
ト
云
」
と
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
春
日
大
宮
社
で
の
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
の
名
で
呼
ば
れ
て

い
た
の
は
、
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
す
る

の
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
能
勢
氏
は
「
能
楽
源
流
考
』
第

四
章
「
翁
猿
楽
考
」
の
中
で
、
「
翁
猿
楽
は
呪
師
の
芸
能
が
其
の
基
本
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
発
生
当
時
は
、
呪
師
の
徒
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
、
呪

呪
師
走
り
と
「
翁
」

は
じ
め
に

「
翁
」
の
成
立
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
Ｉ

師
が
勢
力
を
失
ひ
猿
楽
の
徒
が
勢
力
を
得
る
時
代
に
な
っ
て
、
猿
楽
が
こ

れ
を
演
ず
る
に
到
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
し
、
そ
の
主
要
な
根
拠
と
し

て
、
「
薪
能
の
際
の
翁
式
三
番
を
、
後
代
ま
で
も
「
呪
師
走
り
」
と
い
ふ

名
称
を
以
て
呼
ん
で
居
る
」
事
実
を
挙
げ
て
い
る
。
同
様
の
説
は
、
表
章

『
大
和
猿
楽
史
参
究
』
（
平
成
十
七
年
。
岩
波
書
店
）
、
天
野
文
雄
『
翁
猿

楽
研
究
』
（
平
成
七
年
。
和
泉
書
院
）
に
お
い
て
も
全
面
的
に
継
承
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
能
楽
史
研
究
に
お
け
る
最
も
有
力
な
説

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
春
日
大
宮
社
に
お
い
て
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
事
実
を
も
っ
て
、
「
翁
」
が
呪
師
の
芸
能
か
ら
発
生
し
た
と
す
る

の
に
は
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
「
翁
」

を
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ん
だ
例
が
、
興
福
寺
の
僧
侶
に
よ
る
記
録
以
外
に

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
春
日
社
の
社
家
の
日
記
に
、
「
薪

猿
楽
、
ス
シ
於
社
頭
ハ
シ
リ
了
」
（
千
鳥
家
蔵
「
永
享
二
年
御
神
事
記
』
）

な
ど
と
あ
る
の
は
、
「
呪
師
走
り
」
と
同
じ
用
例
と
見
て
よ
い
と
恩
わ
れ

宮
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る
が
、
「
翁
」
の
演
者
で
あ
る
猿
楽
側
の
資
料
に
は
、
こ
れ
を
「
呪
師
走

り
」
と
呼
ん
だ
例
が
、
不
思
議
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
金
春
禅
竹
の

『
明
宿
集
」
に
も
、
「
毎
年
二
月
五
日
、
大
御
前
ニ
テ
翁
ヲ
マ
ワ
シ
メ
タ
マ

フ
」
と
あ
る
の
み
で
、
「
呪
師
走
り
」
と
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
万
治
二
年
二
六
五
九
）
の
観
世
宗
与
（
庄
右
衛
門
元
信
）

筆
「
大
和
御
祭
之
事
・
五
調
子
之
次
第
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
観
世

新
九
郎
家
文
庫
蔵
）
に
、
「
二
月
五
日
（
中
略
）
み
づ
や
ニ
テ
年
用
ノ
ス

ル
翁
ノ
シ
カ
タ
ヲ
、
シ
ュ
ジ
ハ
シ
リ
ト
云
也
」
と
あ
る
ほ
か
、
文
政
元
年

二
八
一
八
）
の
金
春
安
住
筆
「
呪
師
走
之
古
事
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
蔵
）
に
も
、
春
日
大
宮
社
で
の
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
の
安
住
の
考
証
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
時
代
が
下
っ
た
江
戸
期
の
資
料
で
あ
り
、
著
者
の
観
世
宗
与
、

金
春
安
住
は
と
も
に
古
書
の
探
索
に
熱
心
だ
っ
た
学
者
肌
の
役
者
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
猿
楽
側
の
一
般
的
な
伝
承
と
見
る
の
は
難
し
い
。
も
し
「
呪

師
走
り
」
の
呼
称
が
「
翁
」
の
由
来
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

猿
楽
の
側
に
も
、
そ
れ
を
伝
え
る
何
ら
か
の
伝
承
が
残
っ
て
い
て
然
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
疑
問
は
、
「
翁
」
の
呼
称
と
し
て
の
「
呪
師
走
り
」
の
用

例
が
、
南
都
興
福
寺
の
薪
猿
楽
、
そ
れ
も
春
日
大
宮
社
で
の
「
翁
」
に
限

ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
じ
く
平
安
鎌
倉
期
に
遡
る
歴
史
を
持
つ
春
日

若
宮
御
祭
に
お
い
て
も
猿
楽
の
「
翁
」
が
演
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
「
呪

師
走
り
」
と
呼
ん
だ
例
は
皆
無
で
あ
り
、
薪
猿
楽
の
南
大
門
前
で
行
わ
れ

る
「
翁
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
南
都
以
外
の
事
例
を
見
渡
し
て
も
、

「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
た
例
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
備

前
国
で
は
平
安
末
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
吉
備
津
宮
な
ど
を
中
心
に

呪
師
の
活
動
が
確
認
さ
れ
、
例
え
ば
、
「
高
倉
院
厳
島
御
幸
記
」
に
は
、

治
承
四
年
二
一
八
○
）
、
備
前
児
島
に
お
い
て
「
国
の
ず
し
」
が
「
ず

し
は
し
り
」
す
な
わ
ち
「
呪
師
走
り
」
を
行
っ
た
由
が
見
え
る
が
、
こ
の

「
呪
師
走
り
」
も
そ
の
年
代
か
ら
推
し
て
、
「
翁
」
で
は
な
く
、
文
字
通
り

の
「
呪
師
走
り
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
備
前
国
で
は
こ
れ
以
降
も

呪
師
が
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
の

奥
書
を
持
つ
「
備
前
国
一
宮
社
法
」
（
「
吉
備
津
彦
神
社
史
料
」
所
収
）
に
、

奈
良
津
村
三
社
宮
祭
で
の
「
し
画
ぱ
し
り
」
が
、
応
永
三
十
三
年
（
一
四

二
六
）
の
「
備
中
国
吉
備
津
宮
正
殿
御
遷
宮
次
第
』
に
、
渡
物
の
次
第
と

し
て
「
呪
師
」
が
、
ま
た
、
文
明
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
備
前
吉
備

津
宮
神
事
絵
巻
』
（
吉
備
津
彦
神
社
蔵
）
に
も
、
同
社
の
神
事
芸
能
と
し

て
「
れ
ん
人
の
舞
、
ふ
か
く
の
舞
」
な
ど
と
と
も
に
、
「
し
蘭
は
し
り
」

が
見
え
る
。
「
備
前
国
一
宮
社
法
』
に
は
、
「
楽
頭
」
が
、
鼻
長
の
面
を
か

け
て
、
「
ほ
こ
、
大
刀
、
弓
、
長
刀
、
け
ん
、
此
道
具
を
わ
き
は
さ
み
、

手
足
ノ
い
ん
け
う
に
て
け
ん
は
い
を
ふ
み
、
あ
く
ま
を
は
ら
」
う
と
い
う

呪
術
芸
の
次
第
が
記
さ
れ
、
こ
れ
も
呪
師
に
よ
る
芸
能
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
備
前
国
の
呪
師
は
こ
う
し
た
呪
術
儀
礼
を
か
な
り
後
代
ま
で

（
１
）

伝
え
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
彼
ら
が
「
翁
」
を
演
じ
て
い
た
痕
跡
は

ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
翁
」
Ⅱ
「
呪
師
走
り
」
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
興
福
寺

の
薪
猿
楽
に
お
け
る
特
殊
な
事
例
と
捉
え
る
べ
き
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

最
大
の
根
拠
と
し
て
、
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
す

る
の
は
、
大
い
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
薪
猿
楽
に
お
け
る
「
呪
師
走
り
」
の
呼
称
か
ら
一
旦
離
れ
、
「
翁
」

と
呪
師
と
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
こ
と
に
し
た
い
。

3０
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呪師走りと「翁」

「
翁
」
は
ま
ず
呪
師
芸
と
し
て
成
立
し
、
そ
の
後
、
猿
楽
が
こ
れ
を
代
行

し
た
、
と
い
う
の
が
、
能
勢
朝
次
「
能
楽
源
流
考
』
以
来
の
通
説
で
あ
り
、

近
年
で
は
さ
ら
に
、
猿
楽
が
行
っ
て
い
た
「
方
堅
」
と
い
う
呪
術
儀
礼
と

の
関
わ
り
を
も
視
野
に
入
れ
、
「
翁
」
成
立
に
呪
師
が
深
く
関
与
し
て
い

た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
天
野
文
雄
「
翁
猿
楽
研
究
ご
・
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
現
在
、
「
翁
」
の
成
立
に
関
す
る
通
説
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
通
説
に
対
す
る
反
論
が
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。

例
え
ば
、
後
藤
淑
「
続
能
楽
の
起
源
』
「
翁
の
原
像
」
（
昭
和
五
十
六
年
。

木
耳
社
）
は
、
尾
張
熱
田
神
宮
に
呪
師
と
猿
楽
が
一
対
の
も
の
と
し
て
参
勤

し
た
こ
と
や
、
伊
勢
猿
楽
に
お
い
て
呪
師
が
使
用
し
た
仮
面
と
翁
面
と
が

ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
「
翁
」
は
あ
く
ま
で
猿

楽
の
芸
で
あ
り
、
そ
の
猿
楽
の
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
、

翁
舞
に
「
呪
師
の
走
り
手
を
と
り
い
れ
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
。
ま
た
、

山
路
興
造
「
翁
の
座
」
「
翁
猿
楽
考
」
（
平
成
二
年
。
平
凡
社
）
は
、
呪
師
と

猿
楽
の
衣
裳
に
大
き
な
相
異
が
あ
り
、
「
翁
」
の
そ
れ
は
基
本
的
に
猿
楽
が

身
に
着
け
た
衣
裳
に
近
い
こ
と
、
猿
楽
の
芸
能
の
本
質
は
物
真
似
芸
に
あ

り
、
呪
師
に
よ
る
除
魔
的
・
祝
祷
的
芸
能
を
も
ど
い
た
の
が
「
翁
」
と
見
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
翁
猿
楽
は
呪
師
の
芸
能
の
移
譲
と
い
う
よ
り
、

呪
術
的
色
彩
の
強
い
呪
師
芸
を
、
猿
楽
の
本
質
で
あ
る
物
真
似
芸
に
よ
っ

て
、
よ
り
具
象
的
に
普
遍
さ
せ
た
猿
楽
独
自
の
芸
能
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

私
も
、
両
氏
と
は
ま
た
別
の
観
点
か
ら
、
「
翁
」
は
呪
師
芸
で
は
な
く
、

、
「
翁
」
と
呪
師
の
芸
能

猿
楽
の
芸
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
呪
師
の
芸

能
と
「
翁
」
と
の
間
に
見
ら
れ
る
、
芸
態
面
で
の
大
き
な
相
異
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
呪
師
の
芸
能
の
特
徴
は
、
「
呪
師
走
り
」
の
呼
称
が
示
す
よ

う
に
、
足
早
な
動
作
を
主
体
と
す
る
「
走
り
」
の
芸
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
翁
」
は
基
本
的
に
国
士
安
穏
天
下
泰
平
の
祝
詞
を
連
ね
る
言
祝
ぎ
の
芸

能
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
走
り
」
的
要
素
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
翁
舞

の
中
で
大
夫
が
踏
む
「
天
地
人
の
足
拍
子
」
に
、
呪
師
の
「
へ
ん
ぱ
い
」

と
の
関
連
を
見
る
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
部
分
的
な
一
致
で

あ
っ
て
、
老
翁
の
舞
と
言
祝
ぎ
を
主
体
と
す
る
「
翁
」
と
、
機
敏
な
動
き

に
よ
る
呪
師
の
「
走
り
」
の
芸
能
と
は
、
や
は
り
本
質
的
に
別
の
系
譜
に

連
な
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
摂
津
住
吉
社
の
お
田
植
え
祭
り
の
式
次
第
を
記
録
し
た
鎌
倉
後

期
の
「
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
、
「
次
呪
師
一
一
座
、
次
翁
面
三
座
、

猿
楽
長
以
下
数
輩
立
也
」
、
あ
る
い
は
「
次
呪
師
走
也
、
次
猿
楽
遊
也
」

と
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
呪
師
と
猿
楽
の
芸
能
と
は

明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
「
翁
面
」
す
な
わ
ち
「
翁
」
の
芸
能
は
、

「
猿
楽
長
」
が
舞
う
も
の
と
し
て
、
呪
師
の
芸
能
と
は
別
扱
い
に
な
っ
て

い
る
。
「
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
は
呪
師
が
ま
だ
命
脈
を
保
っ
て
い

た
鎌
倉
後
期
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
呪
師
が
演
じ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
翁
」

を
「
猿
楽
長
」
が
演
じ
て
い
る
の
は
、
「
翁
」
が
本
来
猿
楽
の
芸
能
で
あ
っ

た
こ
と
の
明
証
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
っ
と
も
、
「
翁
」
の
成
立
と
呪
師
と
が
全
く
無
関
係
だ
っ
た
と
い
う

の
で
は
な
い
。
京
都
や
南
都
の
大
寺
院
で
行
わ
れ
た
修
正
会
・
修
二
会
の

場
が
、
「
翁
」
と
い
う
新
た
な
芸
能
を
生
み
出
す
温
床
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
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す
で
に
諸
先
学
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
法
会
に
お
い
て
、

呪
師
と
猿
楽
と
は
、
し
ば
し
ば
一
対
に
な
っ
て
参
勤
し
た
。
例
え
ば
、
弘

安
二
年
（
一
一
一
七
九
）
の
法
成
寺
で
の
修
正
会
で
は
、
「
次
呪
師
三
手
、

猿
楽
等
相
随
」
ｓ
勘
仲
記
乞
と
あ
る
ほ
か
、
「
釈
氏
往
来
」
に
も
、
法
勝

寺
で
の
修
正
会
に
つ
い
て
、
「
呪
師
猿
楽
等
、
互
尽
伎
芸
」
と
あ
り
、
呪

師
と
猿
楽
と
が
一
体
と
な
っ
て
芸
能
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

こ
う
し
た
呪
師
・
猿
楽
ペ
ア
の
参
勤
は
、
京
都
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
尾
張
の
熱
田
神
宮
で
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
田
島
氏
文
書
『
応

永
二
十
六
年
大
宮
御
遷
宮
供
奉
人
差
定
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同

書
所
収
「
熱
田
大
宮
御
遷
宮
供
奉
人
事
」
は
、
熱
田
神
宮
の
遷
宮
に
お
け

る
供
奉
の
次
第
の
先
例
を
記
し
た
室
町
期
の
文
書
で
、
そ
の
次
第
の
「
一

番
」
に
「
呪
師
・
猿
楽
」
が
挙
が
っ
て
い
る
。
下
っ
て
江
戸
中
期
の
貞
享

三
年
（
一
六
八
六
）
「
熱
田
太
神
宮
御
遷
宮
諸
事
留
』
に
も
、

次
第
大
宮

右
呪
師

高
田
村
陣
内
新
右
衛
門

左
猿
楽

大
夫

大
岡
宮
福

と
あ
り
、
大
岡
宮
福
（
宮
福
大
夫
）
と
と
も
に
、
高
田
村
陣
内
に
住
む
新

右
衛
門
な
る
人
物
が
、
呪
師
と
し
て
熱
田
神
宮
の
遷
宮
に
参
勤
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

大
和
猿
楽
の
本
拠
地
に
お
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
興

福
寺
の
薪
猿
楽
が
鎌
倉
中
期
、
「
薪
呪
師
猿
楽
」
ｓ
興
福
寺
年
中
行
事

記
』
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、
呪
師
・
猿
楽
ペ
ア
の
参
勤
を
示
唆
す

る
ほ
か
、
吉
野
山
の
年
中
行
事
を
記
し
た
室
町
時
代
の
『
当
山
年
中
行
事

条
匡
（
竹
林
院
蔵
）
に
も
、
吉
野
猿
楽
の
栃
原
・
檜
垣
本
二
座
が
、
呪

師
と
と
も
に
吉
野
山
天
満
宮
の
野
際
会
に
参
勤
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
る
。

「
翁
」
が
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
、
こ
の
よ
う

な
呪
師
と
猿
楽
と
の
密
接
な
関
係
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、

両
者
が
こ
の
よ
う
に
深
く
関
わ
り
な
が
ら
も
、
別
々
の
存
在
と
し
て
記
録

さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
会
の
場
に
お
け
る
呪
師
と
猿
楽
と
の
役
割
が
、
や

は
り
本
質
的
に
別
種
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

世
阿
弥
の
「
風
姿
花
伝
』
第
四
神
儀
に
「
魔
縁
を
退
け
、
福
祐
を
招
く
」

と
あ
る
よ
う
に
、
芸
能
の
本
義
は
「
除
災
」
と
「
招
福
」
に
あ
っ
た
。
こ

の
う
ち
「
除
災
」
の
役
割
を
担
っ
た
の
が
呪
師
で
、
「
招
福
」
の
役
割
を

担
っ
た
の
が
猿
楽
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
な
ら
ば
、
呪
師
と
猿
楽
が
ペ
ア

と
な
っ
て
法
会
に
参
勤
し
た
こ
と
の
意
味
が
は
じ
め
て
理
解
で
き
よ
う
。

呪
師
の
芸
能
が
「
除
災
」
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
名

語
記
』
の
「
呪
師
也
（
中
略
）
ア
シ
キ
事
ヲ
鎮
ス
ル
呪
術
ノ
芸
也
」
と
い

う
説
明
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
猿
楽
が
「
招
福
」
を
主
眼
と

す
る
芸
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
滑
稽
技
に
よ
っ
て
人
々
を
笑
わ
せ
る
烏
瀞

の
芸
と
の
関
連
で
、
「
招
福
」
の
機
能
を
持
つ
に
い
た
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
が
、
呪
師
と
猿
楽
と
が
修
正
会
・
修
二
会
に
お
い
て
一
体
と
な
っ
て
参

勤
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
芸
能
が
互
い
に
補
完
し
あ
う
性
格

の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
呪
師
と
猿

楽
と
は
、
い
わ
ば
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
「
翁
」
の
性
格
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
な
ら
、
そ

の
本
質
が
、
「
天
下
泰
平
国
士
安
穏
」
を
言
祝
ぐ
「
招
福
」
に
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
「
翁
」
の
古
形
を
伝
え
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
上
鴨
川
住
吉
神
社
の
秋
祭
り
に
お
け
る
「
翁
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
詞
章
が
見
え
る
。

3２
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呪師走りと「翁」

ほ
わ
元
年
か
の
え
さ
る
の
御
年
に
（
中
略
）
六
勝
寺
ン
の
後
堂
に
楽

頭
集
り
、
方
固
め
候
へ
て
、
こ
の
や
翁
も
身
に
打
掛
、
か
み
に
は
鳥

兜
を
頂
き
、
顔
に
は
ぎ
し
や
く
せ
ん
と
い
へ
る
面
を
ひ
き
当
て
、
君

は
万
歳
お
は
し
ま
せ
と
、
お
祝
ひ
申
す
ば
か
り
な
り
。

こ
れ
は
「
翁
」
が
「
方
固
め
」
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資

料
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
「
翁
」
と
「
方
固

め
」
と
は
あ
く
ま
で
別
個
の
芸
能
で
あ
り
、
楽
頭
に
よ
る
「
方
固
め
」
に

、

続
い
て
、
「
君
は
万
歳
お
は
し
ま
せ
」
の
祝
言
を
述
べ
る
た
め
に
「
翁
も
」

登
場
し
た
、
と
解
釈
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
「
方
固

め
」
を
担
当
し
た
の
が
呪
師
で
あ
り
、
後
者
の
「
翁
」
を
担
当
し
た
の
が

猿
楽
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
の
だ
が
、
呪
師
が
「
翁
」
の
成
立
に
関
わ
っ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
翁
」
そ
の
も
の
の
成
立
と
い
う
よ
り
は
、

右
の
上
鴨
川
の
「
翁
」
詞
章
が
物
語
る
よ
う
に
、
「
翁
」
の
露
払
い
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
呪
師
の
関
与
が
窺
わ
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
私
は
、
猿
楽
に
よ
る
「
翁
」
の
前
段
に
、

呪
師
に
よ
る
「
呪
師
走
り
」
が
あ
り
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
除
魔
招
福

の
芸
能
を
演
じ
る
の
が
、
「
翁
」
の
古
い
形
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て

い
る
の
だ
が
、
次
節
で
は
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
に
し

た
い
。

「
翁
」
成
立
を
め
ぐ
る
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
「
翁
」
の
古
形
に
つ

い
て
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
五
流
で
演
じ
ら
れ
る
「
翁
」
は
千
歳
・
翁
・

三
番
要
の
一
一
一
部
で
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
後
に
父
尉
・
延
命
冠
者
が
登
場

一
一
、
「
翁
」
の
古
形

す
る
の
が
古
い
形
で
、
南
都
の
薪
猿
楽
や
若
宮
御
祭
り
で
は
、
長
ら
く
こ

う
し
た
形
態
で
「
翁
」
が
上
演
さ
れ
て
い
た
。
鎌
倉
後
期
の
弘
安
六
年
（
一

一
一
八
三
）
、
春
日
若
宮
社
の
臨
時
祭
で
行
わ
れ
た
興
福
寺
の
僧
徒
に
よ
る

「
翁
」
の
模
倣
芸
も
同
様
の
形
態
で
あ
り
、
鎌
倉
後
期
に
は
千
歳
・
翁
・

三
番
里
・
父
尉
・
延
命
冠
者
で
構
成
さ
れ
る
「
翁
」
の
基
本
形
が
成
立
し

て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
弘
安
六
年
の
春
日
若
宮
社
臨
時
祭
に
お
け
る
「
翁
」
が
、
若

宮
御
祭
り
の
模
倣
と
し
て
行
わ
れ
た
臨
時
祭
で
の
上
演
で
あ
っ
た
点
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
窺
え
る
の
は
、
若
宮
御
祭
り

に
お
け
る
「
翁
」
の
構
成
で
あ
っ
て
、
修
正
会
・
修
二
会
な
ど
の
寺
院
の

法
会
に
お
い
て
演
じ
ら
れ
た
「
翁
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
現
に
、
多
武

峰
の
維
摩
八
講
会
に
お
け
る
「
翁
」
で
は
、
「
法
会
之
舞
」
と
い
う
特
殊

な
演
出
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
「
翁
」
の
演
出
が
、
時
と
場
、
演
者
に
よ
っ

て
、
相
当
の
幅
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

そ
れ
は
、
「
翁
」
の
詞
章
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
現
行
五
流
の
「
翁
」

詞
章
は
文
献
上
、
せ
い
ぜ
い
戦
国
期
の
享
禄
・
天
文
期
ま
で
し
か
遡
り
え

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
翁
」
の
詞
章
が
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
も
の
と
は
考
え

難
い
が
、
現
行
の
形
が
鎌
倉
後
期
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
大
い
に
疑
問
で

あ
る
。
現
に
奥
三
河
の
鳳
来
寺
田
楽
、
古
戸
の
田
楽
、
あ
る
い
は
、
上
鴨

川
住
吉
神
社
の
翁
舞
な
ど
、
民
俗
芸
能
と
し
て
各
地
に
伝
わ
る
翁
舞
の
詞

章
は
現
行
の
「
翁
」
と
は
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
点
を
も
っ
て

み
て
も
、
「
翁
」
詞
章
が
室
町
・
戦
国
期
に
定
着
す
る
ま
で
に
、
幾
多
の

変
遷
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
和
猿
楽
以
外

の
猿
楽
、
す
な
わ
ち
丹
波
猿
楽
や
近
江
猿
楽
の
「
翁
」
の
詞
章
が
、
現
在

我
々
の
知
っ
て
い
る
も
の
と
は
大
き
く
違
う
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
十
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分
に
あ
る
。

例
え
ば
、
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う
『
普
通

唱
導
集
」
に
は
、
「
猿
楽
」
と
題
し
て
次
の
句
が
見
え
る
。

老
翁
面
之
白
髪
羽
十
六
之
歌
無
滞

冠
者
公
之
鹿
眉
齢
廿
許
之
顔
有
粧

こ
れ
は
田
口
和
夫
「
能
・
狂
言
研
究
」
「
翁
猿
楽
三
題
」
（
平
成
九
年
。

三
弥
井
書
店
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
後
期
の
「
翁
」
に
「
羽
は
十

六
」
と
い
う
詞
章
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
な
の
で
あ
る
が
、

現
行
五
流
の
「
翁
」
の
詞
章
に
は
ど
こ
に
も
「
羽
は
十
六
」
の
一
文
が
見

ら
れ
な
い
。
田
口
氏
は
、
こ
の
「
羽
は
十
六
」
の
語
句
が
、
奥
三
河
の
古

戸
田
楽
の
三
番
翌
の
詞
章
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
内
容
が
「
現

実
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
つ
ら
ね
」
た
「
ほ
ら
話
的
な
も
の
」
で
あ
る

（
２
）

こ
と
を
紹
介
し
て
、
「
錘
日
通
唱
導
集
』
と
の
関
わ
り
を
探
ら
れ
た
が
、
新

井
恒
易
「
怯
惚
と
笑
い
の
芸
術
〔
猿
楽
屋
（
平
成
五
年
。
新
読
書
社
）
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
右
の
詩
句
は
直
接
的
に
は
む
し
ろ
次
に
掲
げ
る
、
美

濃
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
詞
章
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

左
候
得
ハ
、
彼
の
し
ゆ
ミ
せ
ん
の
ミ
ね
に
て
生
れ
し
二
十
鳥
と
申
と

り
の
子
は
生
て
七
日
と
申
せ
は
、
拾
六
の
羽
根
を
と
薗
の
へ
、
う
み

の
は
て
を
み
ん
と
そ
仕
候
。

ネ
ソ
ネ
ソ
祭
は
岐
阜
県
揖
斐
川
町
北
方
の
春
日
神
社
で
正
月
二
十
日
に

行
わ
れ
た
田
遊
び
系
の
芸
能
で
、
田
遊
び
に
伴
っ
て
、
翁
・
三
番
里
・
父

（
３
）

尉
か
ら
成
る
「
翁
」
の
士
云
能
が
演
じ
ら
れ
た
。
す
で
に
伝
承
が
途
絶
え
、

詞
章
本
を
伝
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
「
翁
」
の
詞
章
中
に
右
の
一
節

が
見
え
る
。
こ
の
前
段
に
は
、
龍
の
子
は
生
ま
れ
て
七
日
目
に
し
て
四
つ

の
爪
を
持
ち
、
「
六
て
ん
」
を
か
け
上
が
ろ
う
と
し
、
川
上
で
生
ま
れ
た

亀
の
子
は
七
日
目
に
し
て
八
つ
の
爪
を
持
ち
、
海
の
果
て
ま
で
行
こ
う
と

す
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
一
節
が
あ
り
、
そ
れ
と
対
句
を
な
す
も
の
と
し

て
右
の
引
用
部
分
が
見
え
る
。
そ
の
後
に
、
六
十
六
番
の
猿
楽
起
源
説
、

唐
・
天
竺
・
日
本
の
宝
数
え
の
詞
章
が
続
い
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の

は
、
こ
の
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
の
詞
章
が
、
兵
庫
県
上
鴨
川
住
吉

神
社
の
秋
祭
り
で
宮
座
の
若
い
衆
が
演
じ
る
「
翁
」
の
詞
章
と
も
、
多
く

の
共
通
点
を
見
出
し
う
る
点
で
あ
る
。
上
鴨
川
の
「
翁
」
に
は
右
の
引
用

部
分
に
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
詞
章
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
と

類
似
の
一
節
が
、
「
竜
の
駒
は
生
れ
て
七
日
と
申
し
し
も
、
つ
れ
を
い
こ

の
方
、
六
天
竺
を
ひ
静
か
す
る
。
千
年
の
鶴
は
、
い
ま
だ
か
い
ご
に
、
千

里
を
た
ず
一
と
は
に
翔
ら
ん
と
」
と
し
て
見
え
、
本
来
は
こ
の
部
分
に
「
拾

六
の
羽
根
」
に
関
す
る
詞
章
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と

す
る
と
、
上
鴨
川
と
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
の
詞
章
は
、
と
も
に
『
普

通
唱
導
集
』
が
書
か
れ
た
鎌
倉
後
期
の
古
態
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
す
ら

想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
村
上
天
皇
の
御
宇
の
方
固
め
に
言
及
す
る
点
な
ど
、

両
者
の
詞
章
に
は
古
様
を
伝
え
る
箇
所
が
き
わ
め
て
多
く
、
こ
う
し
た
想

定
も
決
し
て
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
こ
に
は
五

流
の
「
翁
」
詞
章
の
投
影
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
現
行
の
形
の
「
翁
」

が
各
地
に
伝
播
し
て
以
後
の
伝
承
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
「
翁
」
詞

章
の
古
層
を
示
す
伝
承
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
「
翁
」
の

成
立
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
大
和
猿
楽
の
「
翁
」
だ
け
で
な
く
、
こ

う
し
た
民
俗
芸
能
の
「
翁
」
を
も
包
括
し
た
視
点
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
上
鴨
川
の
翁
も
、
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
翁
も
、
と
も
に
「
方

固
め
」
に
言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
に
は
「
六
勝
寺
ン
の
後
堂
に
楽

頭
集
り
、
方
固
め
候
へ
て
」
と
あ
り
、
後
者
に
は
「
昔
し
村
上
天
皇
の
う
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（
呪
師
）

ち
を
建
立
め
さ
れ
し
御
時
、
四
方
出
仕
さ
る
か
く
参
あ
つ
ま
ｈ
ソ
ほ
ふ
を
か

た
め
よ
と
の
せ
ん
し
か
く
た
り
て
侯
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
方
固
め
の

呪
法
（
主
に
呪
師
が
担
当
し
た
と
思
わ
れ
る
）
と
「
翁
」
と
の
密
接
な
関

わ
り
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
関
わ
り
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
前
掲
の
「
住

吉
社
太
神
宮
諸
神
事
次
第
」
で
あ
る
。
摂
津
住
吉
社
の
お
田
植
え
祭
り
で

は
、
呪
師
と
猿
楽
が
と
も
に
参
勤
し
た
が
、
右
の
神
事
次
第
に
は
、
「
次

呪
師
一
一
座
、
次
翁
面
三
座
」
と
あ
り
、
「
呪
師
」
の
芸
能
に
続
い
て
「
翁
」

が
演
じ
ら
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
「
呪
師
」
の
芸
能
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
安
後
期
の
修
正
会
・
修

二
会
で
は
呪
師
と
猿
楽
と
が
一
体
と
な
っ
て
参
勤
し
た
こ
と
、
鎌
倉
期
の

「
翁
」
詞
章
の
古
態
を
部
分
的
に
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
上
鴨
川

や
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
で
は
、
「
方
固
め
」
の
呪
法
に
言
及
し
た
後
に
、

翁
の
由
来
が
語
ら
れ
、
宝
数
え
の
言
葉
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど

を
踏
ま
え
る
な
ら
、
右
の
「
呪
師
」
と
「
翁
面
」
の
芸
能
は
、
と
も
に
ペ

ア
を
構
成
す
る
一
組
の
芸
能
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。
す
な
わ
ち
、
呪
師
に
よ
る
除
魔
の
芸
能
に
続
い
て
登
場
す
る
の
が
、

猿
楽
の
徒
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
「
翁
」
で
あ
り
、
「
翁
」
自
体
は
あ
く

ま
で
猿
楽
の
芸
能
で
あ
っ
た
が
、
呪
師
に
よ
る
露
払
い
を
伴
っ
て
演
じ
ら

れ
る
の
が
、
本
来
の
形
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
こ
れ
と
同
様
の
見
解
は
す
で
に
山
路
興
造
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ

れ
て
い
る
。
「
翁
猿
楽
研
究
の
現
況
」
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
だ
「
芸
能

史
研
究
』
一
○
九
号
（
平
成
二
年
四
月
）
掲
載
の
論
文
「
翁
猿
楽
成
立
期

の
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」
が
そ
れ
で
、
一
一
一
番
里
が
古
く
は
「
三
番
猿
楽
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
問
題
と
し
、
成
立
期
の
「
翁
」
で
は
、
鳥
甲
を
戴

い
た
呪
師
の
芸
、
猿
楽
に
よ
る
「
翁
」
の
祝
祷
芸
に
続
い
て
、
三
番
目
に

「
も
ど
き
」
と
し
て
の
一
一
一
番
翌
が
登
場
し
た
こ
と
か
ら
、
三
番
猿
楽
の
呼

称
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
三
番
猿
楽
の
呼
称
の

由
来
に
つ
い
て
は
今
は
問
題
に
し
な
い
が
、
「
翁
」
の
前
段
に
、
呪
師
に

よ
る
呪
術
的
な
芸
能
が
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
山
路
氏
の
見
解
に
は
私
も
賛

成
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
先
に
見
た
以
外
に
も
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
事

例
が
、
民
俗
芸
能
の
中
に
い
く
つ
か
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
伊
勢
の
三
色
の
翁
舞
」
で
あ
り
、
現
行
五
流
の
〈
翁
〉

と
は
異
な
る
独
自
の
形
態
の
「
翁
舞
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

翁
・
三
番
更
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
「
神
楽
（
し
ん
が
く
）
」
と
呼
ば
れ
る

露
払
い
の
芸
能
が
演
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
鳥
兜
を
つ
け
た
直
面
の
役

者
が
登
場
し
、
手
に
大
き
な
鈴
と
掻
の
棒
を
持
ち
、
舞
台
の
四
方
を
返
閉

の
足
拍
子
で
踏
み
固
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
神
楽
」
は
、

呪
師
の
系
譜
を
引
く
芸
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に

呪
師
の
芸
能
が
「
翁
」
の
一
部
分
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二

色
の
翁
舞
」
が
も
と
も
と
伊
勢
猿
楽
の
和
屋
座
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き

た
こ
と
と
関
係
す
る
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
世
阿
弥
の
「
風
姿
花
伝
』
に

「
伊
勢
主
司
二
座
、
和
屋
・
勝
田
。
又
今
呪
師
一
座
あ
り
」
と
あ
る
よ
う

に
、
伊
勢
猿
楽
の
座
は
い
ず
れ
も
呪
師
の
座
か
ら
発
展
し
た
も
の
な
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
伊
勢
で
は
呪
師
の
芸
能
が
後
々
ま
で
失
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
保
持
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
「
一
色
の
翁
舞
」
は
、
神
楽
・
翁
・
三
番
翌
の
一
一
一
部
で
構
成
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
後
二
者
の
翁
・
三
番
翌
は
、
現
行
「
翁
」
の
演
出
と
大

き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
の
「
豊
受
皇
太
神
宮
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年
中
行
事
今
式
』
に
は
、
「
大
夫
蒙
面
、
持
大
麻
而
、
奏
翁
舞
」
と
あ
り
、

江
戸
中
期
に
は
、
現
行
と
違
っ
て
、
翁
大
夫
は
大
幣
を
持
っ
て
登
場
し
た

よ
う
で
あ
る
。
一
方
の
「
神
楽
」
は
、
江
戸
期
の
伊
勢
猿
楽
で
演
じ
ら
れ

て
い
た
「
獅
子
六
舞
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
豊
受
皇
太
神
宮
年
中
行
事
今
式
』
に
よ
れ
ば
、
「
獅
子
六
舞
」
は
、
「
猿

楽
之
徒
三
人
、
各
著
鳥
兜
、
装
衣
裳
、
左
援
抱
、
右
提
鈴
、
出
舞
台
之
中

間
、
鼎
ノ
如
二
立
チ
、
鳥
ノ
如
二
脂
、
不
調
、
不
鼓
、
只
撃
抱
、
憾
鈴
、

廻
舞
。
舞
之
三
四
回
去
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
演
者
の
人
数
が
異

な
る
も
の
の
、
そ
の
芸
態
が
現
行
の
「
神
楽
」
と
き
わ
め
て
類
似
す
る
か

ら
で
あ
る
。
な
お
、
「
獅
子
六
舞
」
の
「
獅
子
」
が
呪
師
の
転
誰
で
あ
る

こ
と
は
、
す
で
に
諸
先
学
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
「
豊
受
皇
太
神

宮
年
中
行
事
今
式
』
が
、
「
先
奏
獅
子
六
舞
、
次
奏
翁
舞
及
三
番
要
」
と

記
す
よ
う
に
、
そ
の
位
置
づ
け
は
、
や
は
り
「
翁
」
と
は
別
の
演
目
で
あ

り
、
そ
の
前
段
に
位
置
す
る
露
払
い
と
し
て
の
芸
能
と
見
な
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
『
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
「
次
呪

師
」
「
次
翁
面
」
と
並
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
相
通
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
が
限
ら
れ
る
た
め
、
簡
単
に
触
れ

る
に
と
ど
め
る
が
、
東
北
地
方
の
山
伏
神
楽
で
最
初
に
舞
わ
れ
る
「
鳥
舞
」

（
鶏
舞
・
み
か
ぐ
ら
）
と
、
そ
れ
に
続
く
「
翁
」
「
三
番
要
」
が
、
や
は
り

呪
師
芸
と
「
翁
」
の
組
み
合
わ
せ
の
残
存
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い

る
。
こ
の
「
鳥
舞
」
は
、
鳥
兜
を
付
け
た
二
人
の
舞
手
が
手
に
鈴
と
扇
を

持
ち
、
足
拍
子
に
よ
る
反
閉
を
繰
り
返
す
と
い
う
も
の
で
、
伊
勢
猿
楽
の

「
獅
子
六
舞
」
と
同
じ
く
、
「
翁
」
の
露
払
い
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い

る
。
「
鳥
舞
」
と
い
う
、
鳥
に
因
ん
だ
曲
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
あ

る
い
は
そ
こ
に
「
禮
如
飛
鳥
」
ｓ
釈
氏
往
来
』
）
、
「
鳥
ノ
如
二
肘
」
（
『
豊

「
翁
」
は
呪
師
の
芸
能
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張

の
も
と
に
論
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
「
翁
」
と
呪
師
と
が
無
関
係
で
な
い
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
例

え
ば
、
尾
張
熱
田
神
宮
の
遷
宮
に
、
猿
楽
の
宮
福
大
夫
と
呪
師
が
と
も
に

参
勤
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
が
、
そ
の
同
じ
尾
張
国
の
国
府
宮

で
毎
年
正
月
に
行
わ
れ
た
儀
追
祭
で
の
翁
舞
は
、
呪
師
が
本
来
持
っ
て
い

た
除
魔
的
要
素
を
、
後
世
、
猿
楽
が
引
き
継
い
だ
こ
と
を
如
実
に
物
語
る

貴
重
な
伝
承
と
い
え
る
。

国
府
宮
の
麟
追
祭
は
、
伊
勢
阿
濃
津
観
音
寺
の
修
正
会
と
同
じ
く
、
特

定
の
人
物
を
災
厄
の
象
徴
と
見
立
て
、
こ
れ
を
追
い
立
て
つ
つ
、
さ
ん
ざ

ん
に
懲
ら
し
め
る
と
い
う
修
正
会
の
追
雛
行
事
で
あ
る
。
国
府
宮
の
場
合
、

街
道
を
通
り
か
か
っ
た
も
の
を
捕
ら
え
、
そ
の
人
物
（
憾
負
人
と
い
う
）

に
国
中
の
災
厄
を
集
め
た
藁
人
形
と
士
餅
を
背
負
わ
せ
る
と
い
う
特
異
な

伝
承
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
雛
追
祭
に
と
も
な
っ
て
、
宮
福
大
夫
に
よ
り

「
翁
」
が
舞
わ
れ
た
。
そ
れ
は
「
作
翁
舞
、
宮
福
反
閉
此
神
事
専
用
剣
刀
、

払
邪
迫
徽
之
儀
也
」
（
大
国
霊
神
社
蔵
寛
政
十
年
「
国
府
宮
社
記
ご
と
あ

る
よ
う
に
、
剣
刀
に
よ
る
反
閉
を
伴
っ
た
特
殊
な
も
の
で
、
「
反
閉
之
翁
」

と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
祭
り
の
期
間
中
、
様
々
な
場
所
で
「
翁
」
が
舞
わ

れ
た
が
、
と
り
わ
け
目
を
引
く
の
は
、
正
月
十
四
日
の
晩
に
行
わ
れ
た
政

所
で
の
行
事
で
あ
る
。
群
衆
に
よ
っ
て
散
々
に
打
榔
さ
れ
た
健
負
人
が
政

受
皇
太
神
宮
年
中
行
事
今
式
ご
と
称
さ
れ
た
呪
師
芸
の
面
影
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
反
閉
の
翁
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所
の
仮
屋
に
連
れ
出
さ
れ
る
と
、
正
・
権
の
両
神
主
が
牛
王
、
社
僧
が
錫

杖
、
惣
社
家
が
刀
を
手
に
持
っ
て
健
負
人
を
取
り
囲
み
、
災
い
を
転
移
さ

せ
た
人
形
を
打
ち
付
け
て
、
そ
れ
を
追
い
払
う
所
作
を
し
た
後
、
正
・
椎

神
主
が
そ
の
人
形
を
拾
い
集
め
、
政
所
の
辰
巳
の
角
で
焼
き
捨
て
る
の
だ

が
、
そ
こ
に
宮
福
大
夫
も
加
わ
り
、
人
形
が
焼
か
れ
た
場
所
に
進
み
出
て
、

「
秘
語
唱
、
脇
指
抜
、
反
拝
と
申
儀
」
を
勤
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
権

神
主
が
榊
を
持
っ
て
「
秘
事
之
神
語
」
を
唱
え
、
「
種
蒔
」
を
行
っ
た
が

（
同
社
蔵
元
禄
十
年
「
覚
邑
、
こ
れ
ら
政
所
仮
屋
で
の
一
連
の
行
事
が
、

呪
師
に
よ
る
反
閉
儀
礼
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
と

い
う
の
も
、
呪
師
座
の
流
れ
を
汲
む
伊
勢
の
和
屋
大
夫
に
よ
る
方
堅
の
次

第
「
中
村
方
堅
執
行
覚
」
に
、
「
二
、
人
形
ゑ
ほ
し
す
お
ふ
は
か
ま
ぬ
か

せ
取
、
宮
の
う
し
ろ
い
ぬ
い
に
て
焼
」
「
三
、
福
の
種
ま
く
」
と
あ
る
の

と
ま
っ
た
く
同
様
の
呪
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
江
戸

期
の
国
府
宮
麟
追
祭
で
こ
の
麟
追
の
儀
礼
に
関
わ
っ
た
の
は
宮
福
大
夫
や

国
府
宮
の
神
主
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
尾
張
国
の
熱
田
神
宮
に
お
い
て
、
江

戸
中
期
頃
ま
で
宮
福
大
夫
と
呪
師
と
が
一
体
と
な
っ
て
遷
宮
祭
に
参
勤
し

て
い
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
国
府
宮
で
も
か
つ
て
は
呪
師
が

参
勤
し
、
灘
追
儀
礼
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性

は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
呪
師
の
参
勤
が
途
絶
え
た
後
、
宮
福
大

夫
や
神
主
ら
が
呪
師
の
呪
法
を
受
け
継
ぎ
、
代
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

南
山
城
で
も
す
で
に
鎌
倉
後
期
、
猿
楽
が
方
堅
の
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
同
様
に
猿
楽
が
呪
師
芸
を
引
き
継
い
だ
事

Ⅷ
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
能
勢
氏
が
指
摘
さ
れ

た
、
猿
楽
に
よ
る
呪
師
芸
の
代
行
、
と
い
う
見
通
し
は
確
か
に
的
を
射
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
「
方
堅
」
の
よ
う
な
特
殊
な
呪

法
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
「
翁
」
は
あ
く
ま
で
猿
楽
の
持
ち
芸
で
あ
っ

た
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
呪
師
と
猿
楽
と
の
関
係
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
っ
て

か
な
り
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
例
え
ば
、
冒
頭
で
触
れ
た
備
前

国
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
を
通
じ
て
呪
師
が
活
動
を
続
け
て
い

た
地
域
も
あ
れ
ば
、
伊
勢
国
の
よ
う
に
、
呪
師
が
猿
楽
に
転
身
し
て
、
「
翁
」

や
能
を
演
じ
る
に
い
た
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
呪
師
と
猿
楽
と
の
関

係
は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
民
俗
芸

能
に
も
、
呪
師
が
「
翁
」
を
演
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
例
が
散

見
す
る
。
鹿
児
島
県
隼
人
町
の
鹿
児
島
神
宮
で
正
月
七
日
の
豆
撒
き
神
事

に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
る
「
翁
舞
」
が
そ
れ
で
、
神
宮
所
属
の
隼
人
職
、

小
倉
家
に
よ
り
代
々
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
山
路
氏
も
前
掲
論
文
の

中
で
、
鳥
兜
姿
の
翁
舞
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
実
見
の
機
会

を
得
な
い
が
、
宮
武
省
三
『
九
州
路
の
祭
儀
と
民
俗
』
（
昭
和
十
八
年
。

三
元
社
）
に
よ
れ
ば
、
鳥
兜
様
の
帽
子
を
被
っ
た
演
者
が
翁
面
を
着
け
、

風
呂
敷
包
み
か
ら
巻
物
を
恭
し
く
出
し
て
、
次
の
詞
章
を
読
み
上
げ
る
と

い
や
フ
。あ
げ
ま
き
や
と
ん
ど
や
ひ
ろ
ば
か
り
や
ア
ー
と
ん
ど
や
峰

に
若
松
沢
に
鶴
海
に
候
て
は
亀
の
よ
は
ひ
の
久
し
き
や

き
て
も
し
や
う
と
う
お
に
は
ひ
の
た
め
清
く
万
事

こ
の
詞
章
は
ご
く
断
片
的
な
が
ら
、
上
鴨
川
住
吉
神
社
や
美
濃
北
方
ネ

ソ
ネ
ソ
祭
の
「
翁
」
の
ほ
か
、
遠
江
西
浦
田
楽
、
土
佐
吉
良
川
御
田
な
ど

の
「
翁
」
詞
章
に
も
類
似
の
文
句
が
見
え
、
そ
の
伝
承
が
決
し
て
新
し
い

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
翁
」
が
呪
師
に
よ
っ
て

演
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
は
、
呪
師
と
同
様
の
鳥
兜
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の
帽
子
を
被
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
隼
人
職
の
小
倉
家
が
こ
の
「
翁
」

と
と
も
に
伝
承
し
て
い
る
隼
人
舞
と
呼
ば
れ
る
芸
能
が
、
呪
師
芸
を
扮
佛

さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
隼
人
舞
は
現
在
旧
暦
八
月
十
五
日
の
例
祭

に
行
わ
れ
、
大
矛
と
中
啓
を
持
っ
た
鳥
兜
姿
の
舞
手
が
中
啓
を
高
く
か
か

げ
、
あ
る
い
は
大
矛
を
捧
げ
持
っ
て
、
反
閉
の
足
拍
子
を
踏
み
な
が
ら
、

大
き
く
円
を
描
く
よ
う
に
左
に
右
に
回
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
芸
態
が

呪
師
芸
と
の
類
似
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
隼
人
職
が
呪
師
の
系
譜
を
引
く
も

の
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
が
、
鎌
倉
末
期
以
後
、
呪
師
に

対
し
て
猿
楽
が
圧
倒
的
に
優
位
な
立
場
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
畿
内
と
は

異
な
り
、
地
方
に
お
い
て
は
な
お
呪
師
の
勢
力
が
根
強
く
、
逆
に
呪
師
が

猿
楽
芸
に
進
出
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

〈
翁
〉
の
成
立
と
呪
師
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
〈
翁
〉
は
も
と
も
と
呪
師
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
定
説
で

あ
る
が
、
芸
態
上
の
相
異
か
ら
見
て
、
〈
翁
〉
が
呪
師
の
芸
能
か

ら
発
展
し
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。

②
鎌
倉
後
期
の
「
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
は
、
「
呪
師
」
と

「
翁
面
」
と
が
別
々
に
挙
が
っ
て
お
り
、
「
翁
」
は
呪
師
の
芸
能
で

は
な
く
、
当
初
か
ら
猿
楽
の
芸
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
猿
楽
の
芸
能
で
あ
る
「
翁
」
は
、
呪
師
に
よ
る
除
魔
の
呪
術
的
芸

能
に
続
い
て
演
じ
ら
れ
る
の
が
古
い
形
で
、
「
呪
師
芸
」
と
「
翁
」

は
一
組
の
ペ
ア
を
構
成
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

以
上
が
本
稿
の
要
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
薪
猿
楽
の
「
翁
」

が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
背
景
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え

て
み
た
い
。
「
翁
」
を
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ん
だ
明
確
な
例
と
し
て
は
、

管
見
の
限
り
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
二

月
六
日
条
の
記
事
が
最
も
古
い
が
、
実
際
の
用
例
は
さ
ら
に
遡
り
、
同
記

の
文
明
二
年
二
月
六
日
条
に
「
昨
日
於
社
頭
呪
師
奔
事
、
金
春
座
沙
汰

云
々
」
と
見
え
る
の
も
、
金
春
座
の
沙
汰
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
「
翁
」

の
呼
称
と
し
て
の
用
例
に
加
え
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
「
経
覚
私

要
紗
」
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
二
月
五
日
条
や
享
徳
二
年
（
一
四
五
一
一
一
）

同
日
条
に
「
薪
猿
楽
ス
シ
走
在
之
云
々
」
の
「
ス
シ
走
」
も
、
「
翁
」
を

指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
興
福
寺
修
二
会

を
母
体
と
す
る
薪
猿
楽
に
お
い
て
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
の
は
、
「
翁
」
が
か
つ
て
呪
師
に
よ
り
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
「
住
吉
太
神
宮

諸
神
事
次
第
』
に
お
け
る
「
呪
師
」
と
「
翁
面
」
の
記
述
や
、
伊
勢
猿
楽

が
伝
承
し
て
い
た
「
翁
舞
」
の
形
態
な
ど
を
参
照
す
る
な
ら
、
「
翁
」
の

前
段
に
「
呪
師
走
り
」
に
相
当
す
る
呪
師
芸
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
呪
師
の
参
勤
が
途
絶
え
、
「
呪
師
走
り
」

が
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
後
も
、
そ
の
名
目
だ
け
が
残
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
南
都
の
若
宮
お
ん
祭
り
で
田
楽
座
が
演
じ
た
「
立
合
」
の
舞
が
、

お
ん
祭
り
の
次
第
書
に
「
も
ど
き
・
開
口
・
立
合
」
と
他
の
演
目
と
続
け

て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
「
も
ど
き
」
「
開
口
」
が
上
演
さ
れ

な
く
な
っ
た
後
に
、
そ
れ
が
「
立
合
」
の
名
称
と
し
て
誤
解
さ
れ
、
江
戸

期
以
降
、
「
も
ど
き
開
口
の
立
合
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、

以
前
、
拙
稿
「
田
楽
座
の
稚
児
と
老
分
」
含
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
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呪師走りと「翁」

成
二
十
一
年
十
月
号
）
で
指
摘
し
た
が
、
「
翁
」
が
「
呪
師
走
り
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
あ
る
い
は
同
様
の
経
緯
に
よ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
先
の
「
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
と
同
じ
く
、

「
呪
師
走
り
・
翁
」
と
続
け
て
次
第
書
に
書
か
れ
て
い
た
の
を
、
「
呪
師
走

り
」
の
「
翁
」
と
誤
解
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
薪
猿
楽
に
お
い
て
は
「
翁
」
以
上
に
、
そ
の
前
段
の
「
呪
師
走

り
」
の
方
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
た
時
代
が
か
つ
て
存
在
し
、
そ
の
こ
と

が
、
「
呪
師
走
り
」
の
名
を
後
代
に
残
す
こ
と
に
な
る
、
も
う
一
つ
の
大
き

な
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
興
福
寺
側
の
記
録
が
「
翁
」
を
「
呪
師

走
り
」
と
記
録
す
る
の
に
対
し
、
春
日
社
社
家
の
日
記
は
、
「
薪
猿
楽
、
ス
、

ヲ
於
拝
屋
ハ
シ
リ
了
」
（
玉
井
家
蔵
「
薪
能
番
組
』
所
引
「
応
永
廿
三
年

祐
冨
日
記
」
）
、
「
薪
猿
楽
、
ス
シ
於
社
頭
ハ
シ
リ
了
」
（
千
鳥
家
蔵
『
永
享

二
年
御
神
事
記
』
）
な
ど
の
よ
う
に
、
「
呪
師
」
が
社
頭
で
走
っ
た
、
と
記
録

す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
も
実
際
に
は
「
翁
」
の
上
演
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
が
、
「
翁
」
の
芸
能
を
「
ハ
シ
リ
」
と
表
現
す
る
の
は
い
か
に
も
不

自
然
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
実
際
に
呪
師
が
参
勤
し
て
「
呪
師
走
り
」
を
行
っ

て
い
た
古
い
時
代
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

で
は
、
薪
猿
楽
に
は
い
つ
頃
ま
で
呪
師
が
参
勤
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
ら
明
確
な
資
料
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、

春
日
権
神
主
師
盛
の
「
至
徳
二
年
記
』
二
月
四
日
条
の
次
の
記
事
が
、
こ

の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
あ
る
い
は
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

今
日
、
薪
猿
楽
社
頭
へ
参
候
、
［
］
酒
等
自
両
惣
官
下
給
、
［
］

但
ス
シ
ヲ
バ
不
走
也
云
々
、
修
二
月
始
行
ノ
時
必
々
可
令
参
勤
之
由

申
之
云
々

こ
れ
は
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
の
薪
猿
楽
の
折
、
猿
楽
が
社
頭
に
参

勤
し
た
も
の
の
、
「
呪
師
走
り
」
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記

事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
猿
楽
座
を
構
成
し
て
い
た
翁
グ
ル
ー
プ
と
演

能
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
翁
グ
ル
ー
プ
が
参
勤
し
な
か
っ
た
た
め
に
「
翁
」

が
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
釈
す
る
の
が
通
説
で
あ
る

が
、
翁
グ
ル
ー
プ
・
演
能
グ
ル
ー
プ
の
違
い
が
当
時
の
猿
楽
座
に
存
在
し

た
の
か
が
疑
問
視
さ
れ
る
の
に
加
え
て
、
猿
楽
が
参
勤
し
つ
つ
も
「
翁
」

が
演
じ
ら
れ
な
い
の
は
、
や
は
り
不
自
然
で
あ
り
、
な
お
再
検
討
の
余
地

を
残
し
て
い
よ
う
。
例
え
ば
、
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
の
伏
見
山
田
宮

の
神
事
猿
楽
で
は
、
「
猿
楽
、
無
仕
手
之
間
、
翁
面
許
也
」
と
、
「
仕
手
」

（
大
夫
）
が
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
翁
」
だ
け
は
演
じ
て
い
る
（
「
看

聞
日
記
」
）
。
猿
楽
に
と
っ
て
「
翁
」
は
最
も
重
要
な
演
目
で
あ
り
、
役
者

が
不
足
で
あ
っ
て
も
、
簡
略
な
形
な
り
で
演
じ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

右
の
記
事
が
、
興
福
寺
の
修
二
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
薪
猿
楽
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
間
も
な
い
時
期
の
記
録
で
あ
る
こ
と
、
延
引
し
た
修
二

会
が
行
わ
れ
る
際
に
は
あ
ら
た
め
て
参
勤
せ
よ
、
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
も

考
慮
す
る
な
ら
、
右
の
「
ス
シ
ヲ
バ
不
走
也
」
は
、
猿
楽
の
「
翁
」
で
は

な
く
、
文
字
通
り
、
呪
師
の
芸
能
が
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
文

言
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

呪
師
が
参
勤
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
上
演
さ
れ
る
べ
き

「
翁
」
も
演
じ
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

大
和
を
本
拠
と
す
る
呪
師
の
動
向
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
が
、
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
は
、
文
明
九
年
Ｃ
四

七
七
）
五
月
二
十
八
日
条
に
「
於
大
安
寺
、
呪
師
勧
進
云
々
」
と
あ
り
、

呪
師
が
文
明
頃
ま
で
活
動
し
て
い
た
の
は
確
か
ら
し
い
か
ら
、
南
北
朝
期
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の
薪
猿
楽
に
呪
師
が
な
お
参
勤
し
、
「
呪
師
走
り
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
最
後
に
『
幸
正
能
口
伝
書
」
の

一
節
を
引
い
て
お
く
。
幸
正
能
は
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
活
躍

し
た
金
春
座
の
小
鼓
役
者
で
、
か
な
り
時
代
が
下
っ
た
伝
承
に
な
る
が
、

そ
こ
で
は
薪
猿
楽
の
大
宮
社
頭
の
「
翁
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

二
月
五
日
、
太
宮
殿
御
前
八
講
屋
に
て
式
三
番
ア
リ
。
其
後
、
呂
律

し
ゆ
っ
し
ば
し
り
と
云
事
御
座
候
也
。

「
式
三
番
」
す
な
わ
ち
「
翁
」
の
後
に
、
別
に
「
呂
律
し
ゆ
っ
し
ば
し

り
」
が
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
「
翁
」
と
「
呪
師
走
り
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々

に
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
点
が
何
よ
り
興
味
深
い
。
「
呂
律
し
ゆ
っ
し

ば
し
り
」
の
「
呂
律
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
な
ど
、
不
明
な
点
も
少
な

く
な
い
が
、
薪
猿
楽
に
お
け
る
「
呪
師
走
」
の
実
態
を
含
め
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
は
な
お
後
考
を
期
し
た
い
。

（
３
）

（
２
）

明
和
四
年
二
七
六
七
）
成
立
の
『
椎
狭
考
」
に
、
「
岡
山
小
倉
氏
」

の
談
と
し
て
、
「
備
後
美
作
の
辺
」
で
「
劒
の
へ
ん
は
い
」
と
い
う
芸

能
が
行
わ
れ
て
い
た
由
が
見
え
る
が
（
巻
五
散
楽
祭
礼
項
）
、
こ
れ
も

呪
師
芸
の
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
後
藤
麻
衣
子
「
羽
は
十
六
」
Ｓ
民
俗
芸
能
研
究
」
四
十
号
。

平
成
十
五
年
）
に
よ
っ
て
、
古
戸
田
楽
の
「
羽
は
十
六
」
と
同
様
の
詞

章
が
、
鳥
追
い
歌
と
し
て
、
東
日
本
を
中
心
に
幅
広
く
伝
承
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
羽
十
六
」
は
「
翁
」
に
字
を

「
八
々
羽
」
と
見
立
て
た
秀
句
の
一
種
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

渡
辺
伸
夫
「
美
濃
北
方
ネ
ソ
ネ
ソ
祭
の
猿
楽
」
ｓ
演
劇
研
究
』
八
号
。

【
付
記
】
私
が
表
先
生
か
ら
身
近
に
教
え
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
能

楽
研
究
所
の
兼
任
所
員
と
な
っ
た
平
成
十
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
、
何
か
新
し
い
発
見
や
論
文
の
腹
案
が
あ
る
と
、
表
先
生
に
そ

の
内
容
を
話
し
、
ご
意
見
を
う
か
が
う
の
が
常
だ
っ
た
。
本
稿
で
取
り
上

げ
た
「
翁
」
に
つ
い
て
も
、
早
く
か
ら
能
勢
氏
以
来
の
通
説
と
な
っ
て
い

る
呪
師
芸
起
源
説
に
疑
問
を
持
ち
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
の
試
案
を
暖

め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
能
楽
史
上
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
表
先
生

の
説
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
内
容
で
も
あ
る
た
め
、
も
う
少
し
論
を

深
め
た
後
、
先
生
も
出
席
さ
れ
て
い
た
能
研
主
催
の
若
手
研
究
会
で
発

表
し
て
、
ご
批
正
を
仰
ご
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
機
会
が
永
遠
に
失

わ
れ
た
こ
と
が
、
ま
こ
と
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
先
生
は
お
亡
く
な
り
に

な
る
前
夜
も
、
若
手
研
究
会
に
出
席
さ
れ
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
て

い
た
。
研
究
会
で
の
先
生
の
叱
陀
激
励
は
時
に
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、

そ
れ
は
ま
た
、
後
進
の
研
究
者
に
対
す
る
多
大
な
期
待
の
現
わ
れ
に
他

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
期
待
に
私
達
が
ど
れ
だ
け
応
え
ら
れ
た
か
、
は
な

は
だ
心
元
な
い
が
、
研
究
会
で
の
先
生
の
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
心
に
留

め
、
真
塾
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
で
少
し
で
も
御
学
恩
に
報
い
た
い
。

昭
和
五
十
一
年
三
月
）
参
照
。

（
み
や
も
と
け
い
ぞ
う
・
能
楽
研
究
所
准
教
授
）
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